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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】
　

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第93期

第２四半期
連結累計期間

第94期
第２四半期
連結累計期間

第93期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (百万円) 7,213 7,073 14,370

経常利益 (百万円) 401 373 713

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 336 307 596

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 310 322 598

純資産額 (百万円) 7,401 7,848 7,689

総資産額 (百万円) 10,635 11,047 11,304

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 61.66 56.41 109.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 69.6 71.0 68.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 108 △245 394

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △90 △73 362

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △432 △152 △593

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,742 1,849 2,321
 

　

回次
第93期

第２四半期
連結会計期間

第94期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 29.89 29.42
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載して

おりません。

４．平成29年10月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施いたしました。前連結会計年度の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。
　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

 また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に

関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度

の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、底堅い内外需などによる企業収益の改善、

それを受けた設備投資の緩やかな回復が見られ、雇用・所得環境の改善により個人消費も堅調に

推移するなど、緩やかな回復基調が続いております。一方で、欧米各国の経済・通商政策の動向

によるわが国経済への影響にも引き続き留意を要する状況にあります。

このような状況下、当社グループは安全・安心を第一として各種砂糖製品と機能性素材製品を

お客様にお届けすると共に、コスト削減による収益の向上に努めてまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高7,073百万円(前年同

期比1.9％減)、営業利益338百万円(前年同期比4.8％減)、経常利益373百万円(前年同期比7.0％

減)、親会社株主に帰属する四半期純利益307百万円(前年同期比8.5％減)となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①砂糖事業

需要の伸び悩みと天候不順の影響を受けて販売量は前年同期を下回り、売上高は6,508百

万円(前年同期比3.5％減)となりました。営業利益は、原料調達コストや製造コストの上昇

により529百万円(前年同期比13.6％減)となりました。

②機能素材事業

飲料・健康食品向け及び化粧品原料が引き続き堅調に推移したため、売上高は565百万円

(前年同期比20.0％増)となりました。営業利益は、生産効率の改善に伴う製造コストの低減

により79百万円(前年同期比244.2％増)となりました。
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(2)財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、受取手形及び売掛金の増加があるものの、現金

及び預金の減少などにより、前連結会計年度末に比べ256百万円減少し11,047百万円となりま

した。負債合計は、支払手形及び買掛金の減少などにより、前連結会計年度末に比べ414百万

円減少し3,199百万円となりました。純資産合計は、配当金の支払があるものの、親会社株主

に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に比べ

158百万円増加し7,848百万円となりました。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の

68.0％から71.0％となりました。

　

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会

計年度末に比べ、471百万円減少し1,849百万円(前連結会計年度末比20.3％減)となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、使用した資金は245百万円(前年同期は108百万円の獲得)となりました。主

に税金等調整前四半期純利益の計上373百万円があったものの、仕入債務の減少397百万円及び

売上債権の増加179百万円などがあったことによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は73百万円(前年同期比18.2％減)となりました。主に貸付金

の回収による収入355百万円があったものの、貸付けによる支出380百万円などがあったことに

よります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は152百万円(前年同期比64.8％減)となりました。配当金の支

払162百万円などがあったことによります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について、重要な変

更又は新たに発生したものはありません。

なお、当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針に

ついては特に定めておりません。

　

(5)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、56百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 180,000,000

計 180,000,000
 

(注) 平成29年６月22日開催の第93回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で発行可能株式総数は18,000

万株から16,200万株減少し、1,800万株となっております。

 
② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 54,560,000 5,456,000
東京証券取引所
(市場第一部)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。
また、単元株式数は当第２四
半期会計期間末現在では
1,000株、提出日現在では100
株であります。

計 54,560,000 5,456,000 ― ―
 

(注) １．平成29年６月22日開催の第93回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で発行済株式総数は

49,104,000株減少し、5,456,000株となっております。

２．平成29年６月22日開催の第93回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で単元株式数は1,000株

から100株に変更となっております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成29年９月30日 ― 54,560,000 ― 2,904 ― ―
 

(注) 平成29年６月22日開催の第93回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で発行済株式総数は49,104,000

株減少し、5,456,000株となっております。
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(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

丸紅株式会社 東京都中央区日本橋２－７－１ 21,408 39.23

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 東京都中央区晴海１－８－11 3,220 5.90

ビービーエイチ フイデリテイ ピユーリタン
フイデリテイ シリーズ イントリンシツク
オポチユニテイズ フアンド
(常任代理人 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行)

245 SUMMER STREET BOSTON,
MA 02210 U.S.A.
(東京都千代田区丸の内２－７－１)

2,100 3.84

むさし証券株式会社
埼玉県さいたま市大宮区桜木町４－
333－13

1,322 2.42

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 東京都港区浜松町２－11－３ 1,283 2.35

山三株式会社 東京都江東区南砂１－23－15 1,152 2.11

洋糖持株会 東京都中央区日本橋小網町18－20 632 1.15

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 東京都新宿区西新宿１－26－１ 627 1.14

資産管理サービス信託銀行株式会社
東京都中央区晴海１－８－12 晴海ア
イランドトリトンスクエアオフィスタ
ワーＺ棟

410 0.75

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 397 0.72

計 － 32,551 59.66
 

(注) 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社                   3,220千株

 日本マスタートラスト信託銀行株式会社                       1,283千株

 資産管理サービス信託銀行株式会社                             410千株

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式    30,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 54,475,000 54,475 同上

単元未満株式 普通株式    55,000 ― 同上

発行済株式総数        54,560,000 ― ―

総株主の議決権 ― 54,475 ―
 

(注) １．上記「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が２千株(議決権２個)

含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式175株が含まれております。
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② 【自己株式等】

  平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
東洋精糖株式会社

東京都中央区日本橋
小網町18－20

30,000 ― 30,000 0.05

計 ― 30,000 ― 30,000 0.05
 

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第２四半期累計期間において役員の異動はありませ

ん。
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第４ 【経理の状況】

　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

(平成19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年

７月１日から平成29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年

９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レ

ビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,321 1,849

  受取手形及び売掛金 1,301 ※２  1,480

  有価証券 - 10

  商品及び製品 1,159 1,210

  仕掛品 134 117

  原材料及び貯蔵品 998 993

  短期貸付金 742 821

  その他 192 184

  貸倒引当金 △12 △14

  流動資産合計 6,837 6,652

 固定資産   

  有形固定資産 1,406 1,386

  無形固定資産 20 14

  投資その他の資産   

   投資有価証券 802 827

   長期貸付金 1,866 1,812

   退職給付に係る資産 40 43

   その他 309 295

   貸倒引当金 △5 △5

   投資その他の資産合計 3,014 2,973

  固定資産合計 4,441 4,373

 繰延資産 25 21

 資産合計 11,304 11,047
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,171 774

  短期借入金 1,449 1,459

  未払法人税等 88 61

  賞与引当金 66 62

  その他 402 448

  流動負債合計 3,178 2,807

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 67 40

  退職給付に係る負債 325 306

  資産除去債務 1 1

  その他 40 44

  固定負債合計 435 392

 負債合計 3,614 3,199

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,904 2,904

  利益剰余金 4,709 4,853

  自己株式 △3 △3

  株主資本合計 7,610 7,754

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 89 100

  繰延ヘッジ損益 0 -

  退職給付に係る調整累計額 △10 △6

  その他の包括利益累計額合計 79 94

 純資産合計 7,689 7,848

負債純資産合計 11,304 11,047
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 7,213 7,073

売上原価 5,827 5,757

売上総利益 1,386 1,315

販売費及び一般管理費   

 販売費 526 488

 一般管理費 504 488

 販売費及び一般管理費合計 ※  1,030 ※  977

営業利益 355 338

営業外収益   

 受取利息 17 13

 受取配当金 6 7

 持分法による投資利益 17 17

 その他 9 1

 営業外収益合計 50 39

営業外費用   

 支払利息 3 2

 たな卸資産廃棄損 0 1

 その他 0 1

 営業外費用合計 5 5

経常利益 401 373

税金等調整前四半期純利益 401 373

法人税、住民税及び事業税 60 49

法人税等調整額 4 15

法人税等合計 65 65

四半期純利益 336 307

親会社株主に帰属する四半期純利益 336 307
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 336 307

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △30 10

 繰延ヘッジ損益 0 △0

 退職給付に係る調整額 4 4

 その他の包括利益合計 △26 14

四半期包括利益 310 322

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 310 322
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 401 373

 減価償却費 42 42

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 1

 賞与引当金の増減額（△は減少） 0 △3

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △3 △4

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 16 △10

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10 △27

 受取利息及び受取配当金 △23 △21

 支払利息 3 2

 持分法による投資損益（△は益） △17 △17

 売上債権の増減額（△は増加） 45 △179

 たな卸資産の増減額（△は増加） 181 △27

 仕入債務の増減額（△は減少） △551 △397

 未払金の増減額（△は減少） 29 8

 その他 14 70

 小計 150 △191

 利息及び配当金の受取額 23 21

 利息の支払額 △3 △2

 法人税等の支払額 △63 △72

 営業活動によるキャッシュ・フロー 108 △245

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 △1 △1

 有形固定資産の取得による支出 △56 △43

 有形固定資産の売却による収入 0 -

 貸付けによる支出 △530 △380

 貸付金の回収による収入 500 355

 その他 △3 △4

 投資活動によるキャッシュ・フロー △90 △73

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 50 30

 長期借入金の返済による支出 △320 △20

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 配当金の支払額 △162 △162

 財務活動によるキャッシュ・フロー △432 △152

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △414 △471

現金及び現金同等物の期首残高 2,157 2,321

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,742 ※  1,849
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

該当事項はありません。

　

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

該当事項はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

 １．偶発債務

 債務保証

 下記の会社の銀行借入について債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

(関係会社)借入保証   
太平洋製糖㈱ 487百万円 462百万円

 

 

※２．四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理

しております。

なお、当第２四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日であったため、次の満期手形が

当第２四半期連結会計期間末日の残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

受取手形 －百万円 3百万円
 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

①販売費 販売手数料 67百万円 63百万円

 輸送保管費 268百万円 270百万円

 販売促進費 190百万円 154百万円

②一般管理費 従業員給料・賞与 194百万円 187百万円

 退職給付費用 23百万円 17百万円

 
役員退職慰労
引当金繰入額

11百万円 7百万円

 減価償却費 19百万円 18百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

   ※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額と

の関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金及び預金勘定 1,742百万円 1,849百万円

現金及び現金同等物 1,742百万円 1,849百万円
 

　

(株主資本等関係)

 Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

 １．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月12日
取締役会

普通株式 163百万円 3.00円 平成28年３月31日 平成28年６月６日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半

期連結会計期間の末日後となるもの

 該当事項はありません。

　

 ３．株主資本の金額の著しい変動

 該当事項はありません。

　

 Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

 １．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月11日
取締役会

普通株式 163百万円 3.00円 平成29年３月31日 平成29年６月５日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半

期連結会計期間の末日後となるもの

 該当事項はありません。

　

 ３．株主資本の金額の著しい変動

 該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

砂糖事業
機能

素材事業
計

売上高      

  外部顧客への売上高 6,742 470 7,213 － 7,213

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

0 － 0 △0 －

計 6,743 470 7,214 △0 7,213

セグメント利益 613 23 636 △280 355
 

（注）１．セグメント利益の調整額は、主として各報告セグメントに配分していない全社費用(一般管理費)で

あります。

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

砂糖事業
機能

素材事業
計

売上高      

  外部顧客への売上高 6,508 565 7,073 － 7,073

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

0 － 0 △0 －

計 6,508 565 7,073 △0 7,073

セグメント利益 529 79 609 △270 338
 

（注）１．セグメント利益の調整額は、主として各報告セグメントに配分していない全社費用(一般管理費)で

あります。

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。
　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。
　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。
　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 61.66円 56.41円

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額 336百万円 307百万円

   普通株主に帰属しない金額 該当事項はありません。 該当事項はありません。

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額

336百万円 307百万円

   普通株式の期中平均株式数 5,453,246株 5,453,021株
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．平成29年10月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施いたしました。前連結会計年度の期首に当

該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。
　

(重要な後発事象)

 株式併合及び単元株式数の変更

当社は、平成29年６月22日開催の第93回定時株主総会において、平成29年10月１日付で単元株

式数の変更(1,000株から100株への変更)及び普通株式10株を１株とする株式併合に係る議案が承

認可決され、平成29年10月１日付でその効力が発生しております。

当該株式併合は、単元株式数を1,000株から100株とすることに伴い全国証券取引所が望ましい

としている投資単位の水準(５万円以上50万円未満)を維持し、また株主様の議決権の数に変更が

生じることがないよう実施するものであります。

この株式併合により、発行済株式総数は54,560,000株から49,104,000株減少し、5,456,000株

となっております。

なお、１株当たり情報に及ぼす影響については、当該箇所に反映しております。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成29年11月８日

東洋精糖株式会社

取締役会  御中
　

有限責任 あずさ監査法人
 

　
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士   塚   原   克   哲  ㊞
 

　
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士   高   津   知   之  ㊞
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る東洋精糖株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間(平成29年７月１日から平成29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日

から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四

半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東洋精糖株式会社及び連結子会社

の平成29年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及

びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。
　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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